
＜本年度、工夫できた点・挑戦できた点＞

報　　告　　書

　アルミ缶、牛乳パックをそれぞれ７，０００個以上集めることで、
氷上の自慢できる自然環境を守り、限りある資源を有効に活用して
いく。
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　氷上小学校４年生、明るく、元気いっぱい９２名によるグループです。力を合わせて、アルミ缶や牛
乳パックを集め、地域や学校の環境をよくして、みんなの役に立ちたいと思います。

　わたしたちにできることから始めよう！！

・アルミ缶は３,２４３個、牛乳パックについては３,１５１枚回収できた。
・目標の各７,０００個には届かなかった。新型コロナウイルの影響もあり、例年より遅く開始し、回
収日も限られた中での状況であったが、児童たちは意欲をもって取り組めたと考えている。

【アルミ缶・牛乳パックの回収の様子】
　毎月第一・三、水曜日の朝、アルミ缶と牛乳
パックを回収しました。
　前日の給食時に、放送で全校生に協力を呼び
かけました。昼休みには、協力をお願いしていた
近くの施設にも回収に行き、いくつ集まったの
か、数を数えました。翌日、その数を全校生に放
送で知らせました。

【回収したアルミ缶や牛乳パックの活用】
　回収したアルミ缶や牛乳パックは、地域の業
者さんに買い取っていただきました。
　回収で得たお金で、花を購入し、協力していた
だいた近くのJAや公共施設、幼稚園のみなさん
に感謝の手紙を添えて贈る予定です。
　学校だけでなく、地域にも緑を増やし、さらに
氷上の環境がよくなるようにしていきたいです。

・学校近くのJAや公共施設にも回収への協力を呼びかけた。地域のみなさんも協力的に資
源回収に取り組んでくださった。
・児童それぞれが一役担うことで、自分の役割に対して、責任をもって取り組むことができた。


